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【手続補正書】
【提出日】平成26年12月12日(2014.12.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　生ａｒｏ変異Ｂ．ｂｒｏｎｃｈｉｓｅｐｔｉｃａ株および芳香族栄養補給物を含む、Ｂ
ｏｒｄｅｔｅｌ　ｂｒｏｎｃｈｉｓｅｐｔｉｃａ（Ｂ．ｂｒｏｎｃｈｉｓｅｐｔｉｃａ）
感染に起因する臨床疾患から動物を保護するためのワクチンであって、ここでワクチンが
全身投与に適している前記ワクチン。
【請求項２】
　芳香族栄養補給物がチロシン、トリプトファンおよびフェニルアラニンを含む請求項１
のワクチン。
【請求項３】
　芳香族栄養補給物がパラアミノ安息香酸をさらに含む請求項２のワクチン。
【請求項４】
　芳香族栄養補給物が２，３‐ジヒドロキシ安息香酸をさらに含む請求項３のワクチン。
【請求項５】
　生ａｒｏ変異Ｂ．ｂｒｏｎｃｈｉｓｅｐｔｉｃａ株が生ａｒｏＡ変異Ｂ．ｂｒｏｎｃｈ
ｉｓｅｐｔｉｃａ株である請求項１のワクチン。
【請求項６】
　アジュバントをさらに含む請求項５のワクチン。
【請求項７】
　アジュバントがアルミニウム塩を含む請求項６のワクチン。
【請求項８】
　アルミニウム塩がリン酸アルミニウム、硫酸アルミニウムカリウムおよび水酸化アルミ
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ニウムから成る群より選択される請求項７のワクチン。
【請求項９】
　イヌインフルエンザウイルス抗原、イヌパラインフルエンザウイルス抗原、またはイヌ
インフルエンザウイルス抗原およびイヌパラインフルエンザウイルス抗原の双方をさらに
含む請求項８のワクチン。
【請求項１０】
　芳香族栄養補給物がチロシン、トリプトファンおよびフェニルアラニンを含む請求項９
のワクチン。
【請求項１１】
　芳香族栄養補給物がパラアミノ安息香酸および２，３‐ジヒドロキシ安息香酸をさらに
含む請求項１０のワクチン。
【請求項１２】
　イヌインフルエンザウイルス抗原、イヌパラインフルエンザウイルス抗原、またはイヌ
インフルエンザウイルス抗原およびイヌパラインフルエンザウイルス抗原の双方を含む請
求項５のワクチン。
【請求項１３】
　イヌインフルエンザウイルス抗原が不活化イヌインフルエンザウイルスおよびイヌパラ
インフルエンザウイルス抗原が改変型生イヌパラインフルエンザウイルスである請求項１
２のワクチン。
【請求項１４】
　生ａｒｏＡ変異Ｂ．ｂｒｏｎｃｈｉｓｅｐｔｉｃａ株および改変型生イヌパラインフル
エンザウイルスが凍結乾燥球体中にありおよび不活化イヌインフルエンザウイルが希釈剤
中にある請求項１３のワクチン。
【請求項１５】
　生ａｒｏ変異Ｂ．ｂｒｏｎｃｉｓｅｐｔｉｃａ株およびアジュバントを含む、Ｂｏｒｄ
ｅｔｅｌｌａ　ｂｒｏｎｃｈｉｓｅｐｔｉｃａ（Ｂ．ｂｒｏｎｃｈｉｓｅｐｔｉｃａ）感
染に起因する臨床疾患から動物を保護するためのワクチンであって；ここでワクチンが全
身投与に適しており；およびアジュバントがアルミニウム塩を含む前記ワクチン。
【請求項１６】
　アルミニウム塩がリン酸アルミニウム、硫酸アルミニウムカリウムおよび水酸化アルミ
ニウムから成る群より選択される請求項１５のワクチン。
【請求項１７】
　イヌインフルエンザウイルスＨ３赤血球凝集素タンパク質をコードする核酸またはその
抗原性フラグメントを含む生ａｒｏ変異Ｂｏｒｄｅｔｅｌｌａ　ｂｒｏｎｃｈｉｓｅｐｔ
ｉｃａ（Ｂ．ｂｒｏｎｃｈｉｓｅｐｔｉｃａ）株を含む多価ワクチンであって；ここで前
記核酸が操作可能にプロモーターに連結されており；およびそれによって前記生ａｒｏ変
異Ｂ．ｂｒｏｎｃｈｉｓｅｐｔｉｃａ株がイヌインフルエンザウイルスＨ３赤血球凝集素
またはその抗原性フラグメントを発現することができる前記の多価ワクチン。
【請求項１８】
　ワクチンが芳香族栄養補給物を含む請求項１７の多価ワクチン。
【請求項１９】
　請求項１１のワクチンをイヌに全身的に投与することを含む、Ｂ．ｂｒｏｎｃｈｉｓｅ
ｐｔｉｃａ感染に起因する臨床疾患からのイヌの保護における救援方法。
【請求項２０】
　請求項１のワクチンを非ヒト動物に全身的に投与することを含む、Ｂ．ｂｒｏｎｃｈｉ
ｓｅｐｔｉｃａ感染に起因する臨床疾患からの非ヒト動物の保護における救援方法。


	header
	written-amendment

